
より強く	

産学官の
連携	
高精度位置認証試験システムの開発	


衛星測位をもっと扱いやすく確かなものに	


概要	


今後の展開と応用分野	


　 GPSに代表される衛星測位技術。測量の分
野では、３次元的にミリの精度が達成されてい
ます。一方で、そのような高精度の測位結果を
得るには専門的な知識が不可欠であり、求め
られた位置がどの程度正確かの保障はありま
せん。	

　 NICTでは、誰でも簡単に最高精度の測位結
果を手にでき、かつその位置の認証をも実現
するためのシステム開発を進めています。	


特徴	


ミリ精度の測位結果を得るために、最新の測地学成果に基づく最高水準の測
位解析を専用サーバで実施しています。ユーザ側に専門知識は不要です。	


日本標準時と組み合わせて時間・空間
の双方で正確な認証をめざします。	


わが国の地図の基準である「測地成果２０００」、及び最新の世界測地系
「ITRF2005」のそれぞれに準拠した測位結果を出力できます。	


電離層や大気での伝播誤差を軽減する
ための高性能モデルを開発中です。	


連絡先：新世代ネットワーク研究センター光・時空標準グループ　担当 市川隆一 e-Mail：richi@nict.go.jp	


位置認証	

試験サーバ	


ユーザーは観測データをインター
ネット経由でサーバに送付するだけ。
約10分後には結果がわかります。	


対流圏での電波伝播誤差も毎日の天気予報で使用する気象モデ
ルを用いて除去し、さらに精度向上をはかります。	


数cmから数10cm程度の低精度での位
置認証技術の開発も進めています。	


定常的な地殻変動を考慮した位置認
証も将来可能となります。	


標準電波によって供給され
る日本標準時に準拠した時
刻認証を組み合わせ、高精
度の時空認証をめざす	


高精度衛
星軌道	


固体、海洋、大気などの
潮汐・荷重モデル適用	


最新の世界測地座
標系に準拠してプ
レート運動も考慮	


アンテナ位相中心
モデルなどの測量
機器の違いも考慮	


高性能 
解析ソフトウェア	


電離層、大気の高
性能補正モデル	


自動解析	


国際GNSS事業	


GNSS衛星	


GEONET	

(国土地理院)	


ユーザー	


位置認証ID発行	


解析依頼	


軌道情報、IGS観測データ	



